
１．事前の質問事項（9月29日事前打合時の資料そのままです）
（実地審査の際にご回答いただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。）

質問１

基準５（３）（自己点検書p103）

「新学系の在校生における達成度の総合的な評価方法の周知」(p103)に関して、現学科と新学生の教育プログラムが大きく変化しないことが前提になっていると思いますが、新学系の講義科目のシラバスがまだ公開されていない状況では、現カリキュラムと新カリキュラムが同質であること、そして学習教育目標の達成に違いがないことを確認することが難しいように思われますが、同質性についての判断根拠を示していただけないでしょうか？
質問２

基準６．２（２）（自己点検書p117）

「カリキュラム委員会、ＦＤ委員会、外部評価委員会、および教育改善委員会は、本学科・学系の教育点検・改善システムを自浄作用的に点検・改善する役割をも担っている」と記述されていますが、自浄作用が働いていることを示す具体的な根拠を示していただけないでしょうか？
質問３

基準３（２）（自己点検書p71）

「授業評価アンケート」について、実験・実習・演習の講義科目と教室で行われる座学中心の講義科目では、講義の方法等が根本的に異なると考えられますが、「授業評価アンケート」は同じ形式のもので実施しているのでしょうか？　アンケートの評価項目・質問項目は同じものを使用しているのでしょうか？

質問４
基準５（２）（自己点検書p97）

編入学生の包括認定される単位数は、どのように決定されるのか。学生個人別となるのでしょうか。その場合、学習教育目標（Ａ）～（Ｆ）との関係（時間数：単位数）は、どのようになされているのでしょうか？
質問５
基準５（２）（自己点検書p98）

協定による他大学との単位互換について、「他大学・他機関での履修科目は本プログラムではカウントしていない。」とありますが、卒業要件としての単位数にカウントしないということでしょうか？
　　　
２．資料準備等についての事前のお願い（9月29日事前打合時の資料そのままです）
（実地審査の際にご回答いただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。）
依頼事項１

基準1（１）（自己点検書p9）

「理工学部改編後の教育プログラムは従来のそれと変わらない・・・」との記述がありますが、理工学部改編の目的や意義について記述した資料がありましたら、追加資料として準備をお願いいたします。
依頼事項２

基準３（４）（自己点検書p63）

「学生自身の達成度点検と学習への反映」について、学年担任による成績表配布時に、試験の答案、レポート等の返却を行ったとのことですが、返却率（返却されているパーセント）についての資料がありましたら、追加資料として準備をお願いいたします。

依頼事項３

基準５（３）(自己点検書p101)

試験のレベルを国家公務員Ⅱ種試験程度と定めていますが、最低時間数を積み上げることで達成度が満足されていることを示す根拠について資料がありましたら、追加資料として準備をお願いいたします。
　なお、もし、2003年度卒業生以降における国家公務員Ⅱ種試験の受験者数、合格者数、合格率等の資料がありましたら、追加資料として準備をお願いいたします。
依頼事項４

基準６．２（１）（自己点検書p124）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　新旧のカリキュラムの検討の経緯が記述されており、また、引用・裏付資料P. 6-2-21にある引用・裏付資料6.2-1が示されていますが、この資料ではどの科目が廃止され、どの科目が新設されたのかが分かりません。そのため、できましたら、変更した年度ごとのカリキュラムを示していただくか、あるいは新旧対照表の形式で示していただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　
依頼事項５
基準１．（１）（自己点検書p11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　技術者教育においては、国際的にデザイン能力の重要性が指摘されていますので、デザイン能力の養成に関してのP（設定）～D（実施）～C（点検・評価）～A（改善）について、ご説明していただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。
依頼事項６
基準６．２（１）（自己点検書p123）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　今回、認定継続審査でありますため、これまでの5年間で実施された教育改善（Action）について、ご説明していただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。
３．依頼事項の追加（以下の事項が、10月8日付の追加依頼事項です）

（実地審査の際にご回答いただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。）

追加依頼事項１

　基準５（２）

編入生の包括認定に関して、一般教養科目において包括認定した個々の学生に対して本プログラムに適合するよう適切な授業の履修指導が行なわれていることを確認することができる資料がありましたら追加資料として準備をお願いいたします。

（なお、これに関連して、該当する編入生がいる場合には、編入生との面談ができるよう準備をお願いいたします。）
追加依頼事項２

基準６－１（２）

点検システム自体の点検について、外部評価委員会が教育・改善システム自体に対しても積極的に意見を述べる位置付けになっているとのことですが、引用・裏付資料6．１－１(３／４)外部評価委員会規約だけでは、この点の確認が難しいように思われますので、この点を確認することができる資料がありましたら追加資料として準備をお願いいたします。
追加依頼事項３

添付資料「教員個人データ」
授業担当者としての適性、これまでの教育改善への取り組み、教育に関する研鑽などの記載については、根拠となる実績を具体的に細かく記述している場合や「豊富な経験と有する」いう表現で済ませている場合など、記載がまちまちであるように思われます。根拠となる実績がある場合には、具体的に記述された資料の準備をお願いいたします。
